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壊
れ
、
自
宅
兼
工
場
も
全
壊
。
借
金
が
残

っ
た
。

「
父
が
正
し
か
っ
た
」
。
松
本
は
、
先
人
の
教
え
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
の
重
要
性
を
悟

っ
た
。

「
何
と
か
し
な
く
て
は
」。
取
引
先
は
主
に
寺
だ

っ
た
が
、
返

済
の
た
め
松
本
は
百
貨
店
に
売
り
込
み
を
か
け
た
。
年
間
約
３０
店

を
回
り
少
し
ず

つ
販
路
を
広
げ
た
。

新
商
品
と
し
て
、
表
面
を
彩

っ
た

「絵
ろ
う
そ
く
」
を
思
い
つ
く
。

東
北
地
方
で
は
、
花
の
な
い
冬
の
時
期
、
花
を
描
い
た
ろ
う
そ
く

を
仏
壇
に
あ
げ
る
習
慣
が
あ
る
。
「関
西
で
も
広
め
ら
れ
な
い
か
」

た
だ
、
機
械
化
の
失
敗
を
思
い
出
し
、
今
度
は
先
人
に
相
談
。

知
人
の
住
職
か
ら

「絵
ろ
う
そ
く
は
、
亡
く
な

っ
た
方
に
花
を
届

け
る
意
味
が
あ
る
。
い
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
励
ま
さ
れ
た
こ
と

で
、
決
断
し
た
。
絵
ろ
う
そ
く
は
順
調
に
売
れ
、
今
で
は
主
力
商

品
だ
。

２
０
０
６
年
に
は
神
戸

・
北
野
工
房
の
ま
ち
に
も
出
店
、
観
光

客
に
も
Ｐ
Ｒ
す
る
。
「職
人
も
、
外
に
出
れ
ば
商
売
人
に
な
ら
な

く
て
は
い
け
な
い
」。
今
も
祖
父
の
生
前
の
言
葉
を
か
み
じ
め
る
。

（２
０
１
０
・
‐０
・
３‐
）

（１
）
畳
正
理
〓
山
の
伝
続

籟人
類
初
の
頂
を
求
め
て

標
高
４
８
９
０
メ
ー
ト
ル
地
点
の
キ
ャ
ン
プ
か
ら
、
双
眼
鏡
で

若

い
隊
員
２
人
の
ア
タ
ッ
ク
を
見
守

っ
た
。

６
８
０
５
メ
ー
ト
ル
の
頂
上
ま
で
残
り
１０
メ
ー
ト
ル
少
し
。
１

人
は
酸
素
不
足
に
よ
る
高
度
障
害
で
意
識
が
も
う
ろ
う
と
な
り
、

深
い
雪
に
阻
ま
れ
、
体
が
前
に
進
ま
な
い
。
下
山
に
必
要
な
時
間

を
考
え
る
と
、
ア
タ
ッ
ク
に
か
け
る
時
間
は
も
う
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。

下
山
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ

っ
た
。
し
か
し
、
隊
長
の
井
上
達

男
（６３
）
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
指
示
し
た
。
「あ
と
３０
分
頑
張
れ
」

賭
け
だ

っ
た
。
隊
長
の
判
断
が
重

い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。

沈
黙
の
長

い
時
が
過
ぎ
た
。
再
び
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
握
り
、
「状

況
報
告
願
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
で
す
」
と
問

い

か
け
る
と
、
「
雪
庇
の
上
に
出
た
」
と
返
答
が
あ

っ
た
。
そ
こ
が

未
踏
峰

ロ
プ
チ
ン
の
頂
上
だ

っ
た
。

２
０
０
９
年
Ｈ
月
７
日
午
後
３
時
３６
分

（日
本
時
間
午
後
４
時

３６
分
）
。
６
人
の
神
戸
大
学
登
山
隊
は
、
中
国

。
チ
ベ
ッ
ト
自
治

ロ
プ
チ
ン
登
頂
を
果
た
し
た
神
戸
大
登
山
隊
隊
長
の
井
上
達
男
さ
ん
。
神
戸
で

小
学
校
時
代
を
過
ご
し
、
六
甲
山
の
回
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
が
遊
び
場
だ
っ
た
＝
神

戸
市
東
灘
区

区
東
南
部

に
あ

る
カ

ン
リ
ガ

ル
ポ
山
群

の

一
つ
ロ
プ
チ

ン
を
制

し

た
。井

上
は
兵
庫
県
香
美
町
に
生
ま
れ
、
県
立
芦
屋
高
、
神
戸
大
工

学
部
に
進
学
。
山
岳
部
で
は
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
。
「高
い
山
を

制
す
る
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
よ
り
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
す
」
。
人

類
の
未
知
に
挑
戦
す
る
学
術
登
山
の
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
こ
そ
が
、

１
９
１
５
年
発
足
の
同
部
の
精
神
だ

っ
た
。

Ｏ
Ｂ
会
の
山
岳
会
で
も
活
躍
し
た
。

７６
年
、

２８
歳
で
参
加
し
た
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海
外
遠
征
で
は
、
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
の
未
踏
峰
シ
ェ
ル
ピ
カ
ン
リ

（７
３
８
０
メ
ー
ト
ル
）
で
頂
を
踏
ん
だ
。

「頂
上
で
は
世
界

一
へ
の
野
心
と
か
競
争
心
が
消
え
て
、
純
粋

な
気
持
ち
だ
け
が
残
る
」

見
渡
す
限
り
の

「誰
も
見
た
こ
と
が
な
い
景
色
」。
美
し
さ
に

ハ
ツ
と
し
、
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
達
成
感
に
熱
く
な

っ
た
。
下

山
後
、
恩
師
に
言
わ
れ
た
。
「次
は
後
輩
の
た
め
に
」

神
戸
大
登
山
隊
は
０３
年
、
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
の
未
踏
峰
ル
オ

ニ
イ

（６
８
８
２
メ
ー
ト
ル
）
に
挑
ん
だ
が
、
悪
天
候
に
阻
ま
れ

て
途
中
断
念
。
赴
任
先
の
米
国
で
そ
の
結
果
を
聞
い
て
い
た
井
上

は
帰
国
後
、
山
岳
会
会
長
を
打
診
さ
れ
た
。
若
い
部
員
が
減
り
、

Ｏ
Ｂ
の
高
齢
化
も
目
立
つ
。
ル
オ
ニ
イ
敗
北
も
影
を
落
と
し
、
山

岳
会
は
苦
境
に
立

っ
て
い
た
。

滋
賀
県
で
会
社
社
長
を
務
め
る
井
上
は
、
辞
退
も
考
え
た
が
「苦

境
に
あ
え
て
挑
戦
し
、
乗
り
越
え
よ
う
」
と
０６
年
に
就
任
。
同
山

群

へ
の
再
挑
戦
を
掲
げ
、
３
年
間
の
準
備
を
経
て
、
中
国
地
質
大

と
の
合
同
登
山
隊
を
結
成
し
た
。

ロ
プ
チ
ン
登
頂
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。

「
こ
う
す
れ
ば
成
功
」
と
い
う
道
筋
は
な
い
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

障
害
を
越
え
て
い
く
。
そ
れ
が
醍
醐
味
で
あ
り
、
ま
た
次
に
引
き

寄
せ
ら
れ
る
。
「地
球
上
に
は
ま
だ
ま
だ
未
踏
峰
が
あ
る
」
。
挑
戦

は
続
く
。

厖
嵯

肇

％

か尾

カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山
群
の
未
踏
峰
ロ
プ
チ
ン
に
ア
タ
ッ
ク
し
た
の

は
、
兵
庫
県
豊
岡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
の
矢
崎
雅
則

（３６
）
＝
朝
来
市
和
田
山
町
＝
と
、
神
戸
大
大
学
院
生
の
近
藤
昂

一

郎
（２４
）
＝
神
戸
市
灘
区
＝
だ

っ
た
。

近
藤
は
長
野
県
に
生
ま
れ
、
神
戸
大
で
本
格
的
に
登
山
を
始
め

た
。
ロ
プ
チ
ン
挑
戦
の
計
画
を
聞
い
て
好
奇
心
に
駆
ら
れ
、
真

っ

ち
っ
ぱ
け
な
人
――ｌｌ
が
川
■
に
立
つ
ぃ
自
然
や
自
分
自
身
と
対
峙
し
、

そ
の
先
に
達
成
感
が
あ
る
」

近
藤
は

「あ
ん
な
に
濃
厚
な
青
い
空
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

天
に
向
か
っ
て
歩

い
て
い
る
み
た
い
だ

っ
た
」。
途
中
、
思
わ
ず

景
色
に
見
と
れ
た
。
「
山
頂
に
向
か

っ
て
鳥
が
飛
ん
で
い
た
。
人

が
こ
ん
な
に
苦
労
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
景
色
を
、
い
と
も
た

や
す
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
鳥
が
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
」

そ
ん
な
２
人
を
、
残
る
隊
員
４
人
が
サ
ポ
ー
ト
し
、
頂
上
ま
で

「押
し
上
げ
た
」。
近
藤
は

「次
に
未
踏
峰
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
今
度
は
自
分
が

『サ
ポ
ー
ト
隊
』
に
回
る
」
と
話
す
。

●

神
戸
大
名
誉
教
授
の
平
井

一
正
（７９
）
＝
京
都
市
＝
は
、
長
く
兵

庫
の
学
術
登
山
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
甲
南
大
で
は
２
０
０
０
年

ま
で
理
学
部
の
教
壇
に
立

っ
た
。
神
戸
大
山
岳
会
の
前
会
長
、
甲

南
山
岳
会
の
名
誉
会
員
と
し
て
後
進
の
指
導
に
当
た
る
。

出
身
は
京
都
大
学
山
岳
部
。

２６
歳
の
と
き
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
西
部
の

未
踏
峰
チ
ョ
ゴ
リ
ザ

（７
６
５
４
メ
ー
ト
ル
）
を
制
し
た
。

「人
類
で
初
め
て
そ
の
ピ
ー
ク
に
立

っ
た
。
未
知
を
開
く
感
激

に
足
が
震
え
、
そ
れ
が
私
の

一
生
を
決
め
た
。
未
知
は
人
類
に
と

っ
て
大
き
な
宿
題
。
開
け
ば
人
類
の
知
識
が
増
え
、
財
産
に
な
る
」

１
９
６
２
年
に
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
の
サ
ル
ト
ロ
カ
ン
リ
、

７６
年

に
同
山
脈
の
シ
ェ
ル
ピ
カ
ン
リ
、

８６
年
に
チ
ベ
ッ
ト
南
部
の
ク
ー

先に手を挙げた］

』　脚”離財剌嘲縣̈

耐　制赫醐瓢癬獅い電

近　その若さにアタッ

ク
隊
と
し
て
の

「
突

破
力
」
を
期
待
し
た
。

２
人
は
午
前
８
時
に
キ
ャ
ン
プ
を
出
発
。
海
外
遠
征
は
初
め
て

の
矢
崎
が
リ
ー
ド
し
、
近
藤
が
続
く
。
し
か
し
出
発
か
ら
約
７
時

間
、
矢
崎
は
頂
上
を
目
前
に
高
度
障
害
に
陥
り
、
近
藤
と
前
後
を

交
代
す
る
。
薄
れ
る
意
識
。
身
体
は
鉛
の
よ
う
に
重
く
、
動
か
な

い
。
視
界
は
緑
が
か
っ
て
き
た
。

「
下
り
よ
う
」
と
言
う
矢
崎
に
、
近
藤
は

「
も
う
す
ぐ
で
す
。

と
り
あ
え
ず
こ
こ
ま
で
来
て
く
だ
さ
い
１
」
と
返
し
た
。
矢
崎
の

視
界
は
さ
ら
に
か
す
み
、
気
力
だ
け
で
足
を
運
ぶ
。
約
１０
分
後
、
「着

き
ま
し
た
」
と
い
う
近
藤
の
声
で
頂
に
立

っ
た
こ
と
を
知

っ
た
。

「も
う
登
ら
な
く
て
い
い
ん
だ
、
と
思
っ
た
」
と
矢
崎
。
そ
れ

ほ
ど
に
限
界
だ

っ
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

（衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム
）
で

標
高
を
測
る
と
、
想
定
さ
れ
た
数
値
よ
り
１
０
０
メ
ー
ト
ル
も
高

い
。
初
登
頂
が
も
た
ら
し
た
新
発
見
だ

っ
た
。

矢
崎
は
言
う
。
「人
間
の
力
が
は
る
か
に
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
、

ロプチンの山I頁に立つ矢崎雅則

ん。「音は何も聞こえない」。覆って
たヽガスが晴れ、青空が広がった(2009
11月 7日 、提供・神戸大学山岳会)
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若
い
こ
ろ
の
写
真
を
手
に
す
る
平
井

一
正
さ
ん
。
隊

員
や
隊
長
と
し
て
制
し
た
未
踏
峰
は
４
峰
を
数
え
る

＝
京
都
市
西
京
区

ラ
カ
ン
リ
に
も
挑

ん
だ
。

シ
エ
ル
ピ
カ
ン

リ
は
ま

つ
た
く
ル

ー
ト
が
分
か
ら
ず
、

ク
ー
ラ
カ
ン
リ
は

資
料
写
真
１
枚
し

か
な
か

っ
た
。
そ

ん
な
強
者
の
平
井

だ
が
、
一
方
で
「未

知
も
自
然
も
す
ご

く
怖

い
」
と
打
ち

明
け
る
。

い
つ
ま
で
続
く

か

分

か

ら

な

い

嵐
、
突
然
の
雪
崩

・‥
。
「
危
険

が
な

い
冒
険
な
ん
て
な

い
。
で
も
、
自
然

へ
の
勘
を
働
か
せ
、
克
服
す
る
。
大
事
な
の
は
、
警
告
を
レ
シ
ー

ブ
で
き
る
か
ど
う
か
。
そ
れ
に
気
づ
く
に
は
、
自
然
に
対
し
て
謙

虚
に
な
る
こ
と
」

大
山
岳
部
の
昨
年
度

の
部
員
は
ゼ
ロ
で
、

あ
　
今
は
休
部
状
態
。
か

燭
　
っ
て
は
４０
人
も
の
部

燃
　
員
を
誇
り
、
今
年
９０

周
年
の
関
西
学
院
大

山
岳
部
も
、　
一
時
は

２
人
ま
で
減

っ
た
。

丹
波
市
出
身
の
関
学
大
社
会
学
部
４
年
、
山
本
大
貴
（２４
）
＝
西

宮
市
＝
は
０８
年
、
も
う
１
人
の
部
員
だ

っ
た
先
輩
と
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
脈
の
未
踏
峰
デ
ィ
ン
ジ
ュ
ン
リ

（６
１
９
６
メ
ー
ト
ル
）
に
登

頂
し
た
。

初
め
て
の
海
外
遠
征
。
不
安
と
苦
し
み
の
先
に
、
３
６
０
度
の

絶
景
が
待

っ
て
い
た
。
頂
上
で
は
達
成
感
と
安
堵
感
で
、
ふ
っ
と

力
が
抜
け
た
。
下
山
後
、
ま
た
登
り
た
く
な

っ
た
。
「自
然
の
中
で
、

ス
テ
ツ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
け
る
」。
そ
れ
が
山
の
魅
力
だ
と
言
う
。

現
部
員
は
６
人
。
来
年
３
月
、
６
千
メ
ー
ト
ル
級
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

山
脈

・
パ
ン
ブ
ク
リ
に
後
輩
を
連
れ
て
挑
戦
す
る
。
卒
業
を
控
え
、

挑
戦
す
る
理
由
は

一
つ
。
「伝
統
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
」

（２
０
１
０
・
１１
・
７
）

神
戸
大
登
山
隊
長
と
し
て
０３
年
に
挑
ん
だ
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ
山

群

・
ル
オ
ニ
イ
の
中
途
断
念
。
そ
れ
か
ら
６
年
。
ロ
プ
チ
ン
登
頂

成
功
を
誰
よ
り
も
喜
ん
だ
。
そ
も
そ
も
、
平
井
が
カ
ン
リ
ガ
ル
ポ

山
群
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
定
め
た
の
は
、
ク
ー
ラ
カ
ン
リ
を
制
し
た

直
後
の
８６
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。

イ
ン
ド
と
の
国
境
未
確
定
地
域
に
近
く
、
外
国
人
の
立
ち
入
り

が
制
限
さ
れ
た

″
秘
境
純

平
井
は
登
山
許
可
を
取
る
た
め
中
国

国
内
に
人
脈
を
築
き
、
政
治
情
勢
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

っ
た
。
約
４

半
世
紀
を
経
て
、
努
力
が
実
を
結
ん
だ
。

神
戸
大
山
岳
会
長
時
代
、
「若
者
に
勇
気
を
与
え
る
探
検
を
」

と
繰
り
返
し
て
き
た
。
「夢
が
な
い
と
、
人
間
は
老
い
る
よ
」

●

六
甲
山
を
抱
く
兵
庫
は
、
多
く
の
探
検
家
を
育
て
た
。
芦
屋
で

育
ち
、
六
甲
山
が

ク庭
″
だ

っ
た
地
質
学
者
の
故
藤
田
和
夫
。
旧

制
第
三
高
等
学
校

（現
京
都
大
）
時
代
か
ら
海
外
遠
征
を
始
め
、

中峨は轍酵競̈
動吟嘲醐
・司増嘲雛細朝婢坤コ物囃枷峨峨は

挑
ん
だ
。

旧
制
甲
南
高
等
学
校

（現
甲
南
大
）
山
岳
部
は
、
六
甲
山
で
鍛

え
た
岩
登
り
を
武
器
に
、
北
ア
ル
プ
ス
に

「甲
南
ル
ー
ト
」
と
呼

ば
れ
る
登
山
ル
ー
ト
を
２‐
も
築
い
た
。

だ
が
、
若
者
の
山

（２
）
巨
人
の
系
譜

鰈
冒
塗
の
心
伝
え
続
け

「
２
万
、
２
万
、
２
万
フ
ィ
「
卜
…
」

現
在
地
を
伝
え
る
無
線
連
絡
を
最
後
に
、
１
９
８
４
年
２
月
１３

日
、
兵
庫
県
国
府
村

（現
豊
岡
市
日
高
町
）
上
郷
に
生
ま
れ
た
希

代
の
冒
険
家
が
、
米

・
ア
ラ
ス
カ
州
の
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
で
消
息
を

絶

っ
た
。
植
村
直
己
。

４３
歳
の
誕
生
日
に
合
わ
せ
て
標
高
６
１
９

４
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
に
立

っ
た
翌
日
の
こ
と
だ

っ
た
。

植
村
と
府
中
小
学
校
、
府
中
中
学
校

（現
日
高
束
中
学
校
）
で

同
級
生
だ

っ
た
正
木
徹
（７０
）
＝
同
市
日
高
町
＝
は
、　
一
報
に
耳
を

疑

っ
た
。
「直
己
ち
ゃ
ん
に
限

っ
て
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
」。
地

元
の
応
援
を
本
人
に
伝
え
よ
う
と
設
立
し
た
後
援
会
で
、
会
長
を

務
め
て
い
た
。

植
村
は
地
元
の
豊
岡
高
校
を
卒
業
後
、
１
年
間
の
会
社
勤
務
を

経
て
明
治
大
に
進
学
。
山
岳
部
に
入
る
と
、
た
ち
ま
ち
山
に
魅
せ

ら
れ
た
。

６６
年
の
モ
ン
ブ
ラ
ン

（４
８
１
０
メ
ー
ト
ル
）
単
独
登

頂
を
は
じ
め
、

７０
年
に
は
日
本
人
で
初
め
て
エ
ベ
レ
ス
ト

（８
８

４
８
メ
ー
ト
ル
）
の
頂
を
踏
み
、
続
け
て
北
ア
メ
リ
ヵ
大
陸
最
高
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